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4. 選定理由 

1. 日本財政の歩みについて 
2. 日本の財政の赤字の原因とは 
3. 日本社会の変容と土建国家との関係について 
4. 土建国家における安心と信頼の概念とは 
5. 日本の国債発行額は妥当なのか 
6. 税収の必要性 
7. どのような財政であれば赤字にならないのか 
8. 財政ニーズの転換点はいつだったのか 
9. ユニバーサリズムの視点とは 
10. 財政再建において重要な人間像、社会観とは 


